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11月に幼稚園の作品展を開催。
自分の人形をがんばって作りました！

五戸の未来シリーズ③

カトリック幼稚園

©東京ハイジ/五戸町

町内の保育園・幼稚園のご協力を得て
連載している五戸の未来シリーズ。
今回は「カトリック幼稚園」さん。
令和６年度から小規模保育も開始。
０歳から２歳の園児も通い始め、より
にぎやかな園となりました。

カトリック幼稚園カトリック幼稚園



③ ごのへ議会だより 第54号 ごのへ議会だより 第54号 ②

❶
誤
っ
た
相
続
人
調
査
内
容

に
基
づ
い
た
固
定
資
産
税

納
税
義
務
者
相
続
人
代
表

者
指
定
通
知
書
の
送
付
に

よ
り
、
相
続
権
の
な
い
親

族
に
本
来
必
要
の
な
い
相

続
放
棄
手
続
費
用
を
負
担

さ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
損

害
賠
償
の
額
の
決
定

・
損
害
賠
償
額

２
万
２
０
５
８
円

（
誤
り
に
起
因
す
る
手
続
費
用
の
全
額
）

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
６
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
８
２
３
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
３
億
６
６
８
５
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
要

す
る
諸
経
費１

８
２
３
万
円

全
員
賛
成
で
承
認

❶
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び 

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

❷
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
【
内
容
】

・
当
該
２
組
合
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
団
体
で
あ
る
西
北
五

環
境
整
備
事
務
組
合
が
令

和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
解
散
す
る
こ
と
に
伴

い
、
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
及
び
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理

【
内
容
】

・
刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
規
定
を

整
理
す
る
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
令
和
６
年
10
月
８
日
付

け
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た
、
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
報
告
及
び

勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の

給
料
表
及
び
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

❸
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
❹
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

❺
五
戸
町
特
別
参
事
の
設
置

及
び
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
❸
〜
❺
】

・
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❻
五
戸
町
地
域
公
共
交
通
会

議
条
例
の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
道
路
運
送
法
改
定
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❼
五
戸
町
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
基
金
条
例
の
一
部
改

正  

【
内
容
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
予

算
の
収
支
均
衡
を
図
る
た

め
、
当
該
基
金
に
積
立
て

る
額
を
見
直
す
も
の

❽
五
戸
町
介
護
保
険
法
に
基

づ
き
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
者
が
遵
守
す

べ
き
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

❾
五
戸
町
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
係
る
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
関
係
省
令
等
の
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の

●
五
戸
町
農
業
委
員
会
の
委

員
等
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
農
業
委
員
会
委
員
定
数
を

15
人（
△
４
人
）、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
定
数

を
12
人（
△
４
人
）に
変
更

す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
７
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
９
３
５
０
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
５
億
６
０
３
５
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

例
奨
励
金６

９
６
万
５
千
円

・
五
戸
町
診
療
所
開
設
奨
励

金

９
６
０
万
円

・
五
戸
町
輸
出
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
等
対
応
施
設
整
備
事

業
費
補
助
金２

０
０
０
万
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付

費

１
１
０
０
万
円

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資

金

３
０
２
万
４
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

１
５
０
０
万
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競
技

場
管
理
棟
ト
イ
レ
洋
式
化

工
事
費

９
２
７
万
４
千
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム

運
営
管
理
業
務
委
託
料

２
６
８
６
万
４
千
円

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム

運
営
管
理
業
務
委
託
料
の
補

正
額
の
説
明
を
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
見
込
み
を
６
０
０
０
万

円
上
方
修
正
し
た
た
め
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
の
利
用

に
係
る
委
託
料
も
増
額
と
な

る
こ
と
か
ら
計
上
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
６
０
０
０
万
円
の
寄
附
額

増
額
が
見
込
め
る
中
、
シ
ス

テ
ム
管
理
委
託
料
が
更
に

２
６
０
０
万
円
強
増
え
る
。

こ
れ
は
か
か
っ
て
も
仕
方
が

な
い
経
費
な
の
か
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　「
ふ
る
さ
と
納
税
募
集
に

係
る
経
費
は
寄
附
額
の
50
％

以
内
に
収
め
る
」と
い
う
国

の
基
準
が
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ

上
限
の
経
費
を
見
込
ん
で
計

上
し
て
い
る
。

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
３
３
３
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
４
８
０
４
万
４
千
円

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
９
４
万
８
千
円

・
予
算
総
額

21
億
１
０
０
０
万
４
千
円

❹
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

７
２
５
２
万
１
千
円

・
予
算
総
額

25
億
１
３
８
２
万
１
千
円

❺
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
３
０
万
７
千
円

・
予
算
総
額

５
７
２
６
万
５
千
円

❻
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

○
収
益
的
支
出

１
７
０
万
９
千
円
増
の
　

１
億
３
６
０
８
万
５
千
円

❼
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

○
収
益
的
収
入

96
万
円
増
の
　
　
　
　
　

４
億
３
１
７
１
万
９
千
円

○
収
益
的
支
出

４
８
０
万
４
千
円
増
の
　

４
億
５
２
１
２
万
円

○
資
本
的
支
出

１
０
０
万
円
増
の
　
　
　

３
億
４
６
１
８
万
３
千
円

❽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

○
収
益
的
支
出

２
億
５
８
１
５
万
５
千
円
減
の

17
億
88
万
６
千
円

○
収
益
的
支
出

１
７
４
０
万
５
千
円
減
の

24
億
９
０
５
９
万
７
千
円

○
資
本
的
収
入

５
２
０
万
円
増
の
　
　
　

５
億
４
３
５
万
３
千
円

○
資
本
的
支
出

49
万
１
千
円
減
の
　
　
　

６
億
９
７
６
７
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

10

全
員
賛
成
で
可
決

第８回　令和６年12月　定例会

議決件数　30件

原案可決

29　件

同　　意

０　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

12月５日から10日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
　
１
件

規
約
の
変
更
　
２
件

条
例
の
一
部
改
正
　
10
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
９
件

❶五戸町斎場

❼五戸町屋内トレーニングセンター
　五戸ドーム

管理を行わせる施設の名称

北都ビル（株）

❷五戸町営牧場 五戸畜産農業協同組合

❸石沢駒踊伝承館 石沢駒踊伝承館管理運営委員会

❹小渡平公園

❺ひばり野公園

（公財）五戸町スポーツ振興公社

❻歴史みらいパーク

❽ひばり野スポーツ交流センター

❾倉石スポーツセンター

指定管理者となる団体の名称

令和７年４月１日から
　令和10年３月31日まで

指定の期間

令
和
６
年
度
補
正
予
算 

８
件

補
正
予
算
❶
に

対
す
る
質
疑

たくさんの寄附をいただく一方、経費も高騰。
ＰＲと経費削減の両立が求められる。
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税
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続
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者
指
定
通
知
書
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送
付
に

よ
り
、
相
続
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の
な
い
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族
に
本
来
必
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の
な
い
相

続
放
棄
手
続
費
用
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負
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さ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
損

害
賠
償
の
額
の
決
定

・
損
害
賠
償
額

２
万
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０
５
８
円

（
誤
り
に
起
因
す
る
手
続
費
用
の
全
額
）

（
報
告
は
採
決
し
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せ
ん
）

❶
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補
正
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算
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第
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３
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全
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承
認

❶
青
森
県
市
町
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総
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を
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❷
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３
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❶
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を
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す
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６
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８
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す
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❹
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す
る
条
例
の
一
部
改
正

❺
五
戸
町
特
別
参
事
の
設
置

及
び
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
❸
〜
❺
】

・
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❻
五
戸
町
地
域
公
共
交
通
会

議
条
例
の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
道
路
運
送
法
改
定
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❼
五
戸
町
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
基
金
条
例
の
一
部
改

正  

【
内
容
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
予

算
の
収
支
均
衡
を
図
る
た

め
、
当
該
基
金
に
積
立
て

る
額
を
見
直
す
も
の

❽
五
戸
町
介
護
保
険
法
に
基

づ
き
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
者
が
遵
守
す

べ
き
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

❾
五
戸
町
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
係
る
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
関
係
省
令
等
の
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の

●
五
戸
町
農
業
委
員
会
の
委

員
等
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
農
業
委
員
会
委
員
定
数
を

15
人（
△
４
人
）、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
定
数

を
12
人（
△
４
人
）に
変
更

す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
７
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
９
３
５
０
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
５
億
６
０
３
５
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

例
奨
励
金６

９
６
万
５
千
円

・
五
戸
町
診
療
所
開
設
奨
励

金

９
６
０
万
円

・
五
戸
町
輸
出
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
等
対
応
施
設
整
備
事

業
費
補
助
金２

０
０
０
万
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付

費

１
１
０
０
万
円

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資

金

３
０
２
万
４
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

１
５
０
０
万
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競
技

場
管
理
棟
ト
イ
レ
洋
式
化

工
事
費

９
２
７
万
４
千
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム

運
営
管
理
業
務
委
託
料

２
６
８
６
万
４
千
円

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム

運
営
管
理
業
務
委
託
料
の
補

正
額
の
説
明
を
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
見
込
み
を
６
０
０
０
万

円
上
方
修
正
し
た
た
め
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
の
利
用

に
係
る
委
託
料
も
増
額
と
な

る
こ
と
か
ら
計
上
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
６
０
０
０
万
円
の
寄
附
額

増
額
が
見
込
め
る
中
、
シ
ス

テ
ム
管
理
委
託
料
が
更
に

２
６
０
０
万
円
強
増
え
る
。

こ
れ
は
か
か
っ
て
も
仕
方
が

な
い
経
費
な
の
か
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　「
ふ
る
さ
と
納
税
募
集
に

係
る
経
費
は
寄
附
額
の
50
％

以
内
に
収
め
る
」と
い
う
国

の
基
準
が
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ

上
限
の
経
費
を
見
込
ん
で
計

上
し
て
い
る
。

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
３
３
３
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
４
８
０
４
万
４
千
円

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
９
４
万
８
千
円

・
予
算
総
額

21
億
１
０
０
０
万
４
千
円

❹
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

７
２
５
２
万
１
千
円

・
予
算
総
額

25
億
１
３
８
２
万
１
千
円

❺
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
３
０
万
７
千
円

・
予
算
総
額

５
７
２
６
万
５
千
円

❻
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

○
収
益
的
支
出

１
７
０
万
９
千
円
増
の
　

１
億
３
６
０
８
万
５
千
円

❼
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

○
収
益
的
収
入

96
万
円
増
の
　
　
　
　
　

４
億
３
１
７
１
万
９
千
円

○
収
益
的
支
出

４
８
０
万
４
千
円
増
の
　

４
億
５
２
１
２
万
円

○
資
本
的
支
出

１
０
０
万
円
増
の
　
　
　

３
億
４
６
１
８
万
３
千
円

❽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

○
収
益
的
支
出

２
億
５
８
１
５
万
５
千
円
減
の

17
億
88
万
６
千
円

○
収
益
的
支
出

１
７
４
０
万
５
千
円
減
の

24
億
９
０
５
９
万
７
千
円

○
資
本
的
収
入

５
２
０
万
円
増
の
　
　
　

５
億
４
３
５
万
３
千
円

○
資
本
的
支
出

49
万
１
千
円
減
の
　
　
　

６
億
９
７
６
７
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

10

全
員
賛
成
で
可
決

第８回　令和６年12月　定例会

議決件数　30件

原案可決

29　件

同　　意

０　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

12月５日から10日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
　
１
件

規
約
の
変
更
　
２
件

条
例
の
一
部
改
正
　
10
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
９
件

❶五戸町斎場

❼五戸町屋内トレーニングセンター
　五戸ドーム

管理を行わせる施設の名称

北都ビル（株）

❷五戸町営牧場 五戸畜産農業協同組合

❸石沢駒踊伝承館 石沢駒踊伝承館管理運営委員会

❹小渡平公園

❺ひばり野公園

（公財）五戸町スポーツ振興公社

❻歴史みらいパーク

❽ひばり野スポーツ交流センター

❾倉石スポーツセンター

指定管理者となる団体の名称

令和７年４月１日から
　令和10年３月31日まで

指定の期間

令
和
６
年
度
補
正
予
算 
８
件

補
正
予
算
❶
に

対
す
る
質
疑

たくさんの寄附をいただく一方、経費も高騰。
ＰＲと経費削減の両立が求められる。



⑤ ごのへ議会だより 第54号 ごのへ議会だより 第54号 ④

12
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆歌人与謝野夫妻の来町100周年記念
　イベントを企画しては
町長　写真再現企画、講演会、作品の
　　　パネル展示等を実施したい

◆五戸総合病院の今後の運営方針は
町長　医師不足解消に引き続き取り組み、
　　　現行の機能を維持していく

0
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1,200,000

　
三
浦
榮
一
先
生
の「
流
れ

る
五
戸
川
」に
よ
る
と
、
歌
人

の
与
謝
野
晶
子
・
鉄
幹
夫
妻

が
五
戸
町
に
来
町
し
た
の
は

大
正
14
年
９
月
。
１
０
０
周

年
と
な
る
令
和
７
年
に
何
か

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

な
い
か
。
私
な
ら
五
戸
今
昔

写
真
の
よ
う
に
来
町
時
の
集

合
写
真
の
再
現
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
歌
人
与
謝
野
夫
妻
が
五
戸

町
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
大
正

期
に
お
け
る
五
戸
町
で
の
大

き
な
出
来
事
の
一
つ
。
滞
在

中
、
与
謝
野
夫
妻
は
数
種
の

歌
を
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

訪
問
が
五
戸
町
の
文
化
芸
術

の
振
興
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
、

来
町
１
０
０
周
年
と
い
う
節

　
周
辺
地
域
を
含
め
た
大
規

模
災
害
に
備
え
た
遠
方
と
の

災
害
応
援
協
定
は
広
が
っ
て

い
る
か
。

　
災
害
応
援
協
定
は
、
青
森

県
及
び
県
内
40
市
町
村
間
で

の
協
定
と
、
八
戸
地
域
広
域

市
町
村
圏
、
久
慈
地
区
広
域

市
町
村
圏
、
二
戸
地
区
広
域

市
町
村
圏
に
お
け
る
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
内
容
は

「
生
活
必
需
品
と
そ
の
供
給

に
必
要
な
資
機
材
提
供
」、

「
職
員
の
派
遣
」、「
避
難
者

の
受
入
れ
」等
。
現
在
、
県

内
及
び
岩
手
県
北
地
域
以
外

と
の
協
定
締
結
は
な
い
が
、

神
奈
川
県
鎌
倉
市
と
の
締
結

に
向
け
て
協
議
中
で
あ
る
。

　
十
和
田
地
区
に
通
学
す
る

高
校
生
へ
の
応
援
補
助
金
の

見
直
し
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
八
戸
圏
域
の
路
線
バ
ス
運

賃
が
令
和
６
年
10
月
に
改
定

さ
れ
、
通
学
定
期
券
も
値
上

げ
さ
れ
た
が
、
十
和
田
市
線

と
の
定
期
券
の
価
格
差
は
依

然
と
し
て
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
国
か
ら
の
路

線
バ
ス
維
持
補
助
金
へ
の
影

響
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
五
戸

町
地
域
公
共
交
通
会
議
の
委

員
の
意
見
も
参
考
と
し
、
令

和
７
年
度
に
補
助
内
容
を
見

直
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
議
員
に
関
す
る
寄
附
行
為

（
募
金
）に
つ
い
て
の
広
報
誌

掲
載
の
件
は
。

　「
広
報
ご
の
へ
ま
ち
12

月
号（
令
和
６
年
12
月
27

日
号
）」に
お
い
て
、「
み
ん

な
で
徹
底
し
よ
う「
三
な
い

運
動
」、
政
治
家
の
寄
附
は

禁
止
、
贈
ら
な
い
。
政
治
家

の
寄
附
を
求
め
な
い
。
受
け

取
ら
な
い
。」と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
政
治
家
の
寄
附
禁
止

に
関
す
る
周
知
記
事
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、

町
民
の
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

広
報
誌
を
活
用
し
た
啓
発
活

動
を
機
会
を
み
て
行
っ
て
い

き
た
い
。

目
の
年
に
、
世
に
広
く
情
報

発
信
す
る
こ
と
は
、
歴
史
、

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
役

割
と
五
戸
町
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
つ
い
て
は
、
町
内
外
の

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
議
員
提
案
の
写
真
再
現

企
画
や
講
演
会
、
ご
の
へ
郷

土
館
で
の
与
謝
野
作
品
の
パ

ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員
　
医
師
不
足
解
消
の
取
組
と

成
果
は
。

・
東
北
大
学
や
弘
前
大
学
へ

常
勤
医
師
な
ど
の
派
遣
を
依

頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣

の
医
療
機
関
へ
非
常
勤
医
師

の
派
遣
を
依
頼
し
、
外
来
診

療
の
医
師
確
保
に
努
め
て
い

る
。

・
令
和
４
年
12
月
よ
り
民

間
の
専
門
業
者
へ
医
師
紹
介

業
務
を
委
託
し
て
い
る
。
常

勤
医
師
に
つ
い
て
、
数
名
の

紹
介
が
あ
っ
た
が
、
採
用
に

至
っ
て
い
な
い
。

・
前
述
の
紹
介
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
別
の

紹
介
業
者
よ
り
常
勤
医
師
の

紹
介
が
あ
り
、
令
和
６
年

５
月
よ
り
内
科
の
常
勤
医
師

１
名
を
会
計
年
度
任
用
医
師

と
し
て
採
用
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
現
在
医
師
不

足
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
来
年
度
も
大
学
へ
の
派

遣
依
頼
と
民
間
の
医
師
紹
介

業
務
委
託
を
継
続
す
る
。

　
五
戸
総
合
病
院
は
医
療
法

上
の「
病
院
」と
定
義
さ
れ
る

医
療
機
関
だ
。
こ
の
規
模
の

医
療
施
設
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
相
応
の
財
政
力
が
必

要
だ
。

　
五
戸
町
に
お
い
て
も
人
口

減
少
が
進
み
、
歳
入
の
自
主

財
源
割
合
は
３
割
を
切
っ
て

い
る
。
今
後
も
財
政
状
況
の

大
き
な
改
善
が
望
め
な
い
ど

こ
ろ
か
、
悪
化
し
て
い
く
可

能
性
が
高
い
。
医
師
不
足
を

嘆
き
、
繰
入
金
を
充
当
し
続

け
る
の
か
、
医
療
法
上
の

「
病
院
」と
い
う
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
に
固
執
し
な
い
選

択
を
す
る
の
か
、
大
き
な
転

換
期
と
考
え
る
が
所
感
は
。

　
仮
に「
診
療
所
」に
転
換
し

た
場
合
、
大
き
く
２
つ
の
問

題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
１
つ
目
は
救
急
受
入
態
勢
。

ま
っ
た
く
受
入
れ
を
行
わ
な

く
な
る
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
と
と
も
に
、
診

療
報
酬
の
収
入
が
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
２
つ
目
は
医
師
確
保
。

「
病
院
」で
あ
る
か
ら
こ
そ
の

医
師
派
遣
の
優
先
順
位
の
高

さ
が
あ
り
今
の
状
況
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
が
、「
診
療
所
」

に
転
換
す
る
と
今
以
上
に
医

師
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
検
討
課

題
は
多
い
も
の
の
、「
病
院
」

と
い
う
医
療
機
関
で
あ
る
こ

と
を
大
前
提
と
し
て
よ
り
良

い
方
向
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員

質
問
要
旨

　
五
戸
総
合
病
院
の
経
営

は
、
主
に
医
師
不
足
に
起

因
す
る
諸
事
情
に
よ
り
、

多
額
の
基
準
内
繰
入
金
は

も
と
よ
り
、
基
準
外
繰
入

金
の
充
当
を
要
す
る
、
大

変
厳
し
い
状
況
だ
。

　
多
額
の
繰
入
金
は
財
政

を
ひ
っ
迫
さ
せ
、
町
民
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

滞
り
、
五
戸
町
の
活
力
減

衰
を
招
く
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
急
務

で
あ
る
当
該
病
院
の
経
営

改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

用
語
説
明

基
準
内
繰
入
金…

国
が
示
す
操
出
基
準
に
基
づ
き
、
一
般

会
計
が
負
担
・
補
助
等
す
る
必
要
な
経
費
と
し
て
、
財
政

措
置
が
認
め
ら
れ
る
繰
入
金
。

基
準
外
繰
入
金…

操
出
基
準
に
基
づ
か
な
い
繰
入
金
。

基
準
上
、
必
要
以
上
の
繰
入
金
と
み
な
さ
れ
る
。
財
政

措
置
が
な
い
た
め
、
運
用
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
で
あ
る

こ
と
が
必
要
。

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

根
岸
選
挙
管
理
委
員
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

◆
追
跡
質
問（
令
和
６
年
６
月
の
一
般
質
問
の
そ
の
後
は
）

五
戸
の
ち
か
ら
を
五
戸
の
ち
か
ら
日
本
へ
世
界
へ
未
来
へ
発
信
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
命
輝
く
地
宝
自
治
体
五
戸
町
を
創
る
た
め
に

＊
与
謝
野
夫
妻
五
戸
町
来
町
時
の
写
真

　（「
流
れ
る
五
戸
川
　
続
②
」よ
り
）

　
前
列
右
か
ら
３
人
目
が
与
謝
野
鉄
幹
氏
、

　
４
人
目
が
与
謝
野
晶
子
氏

五戸総合病院に対する一般会計からの繰入金の推移（単位：千円）

■基準内繰入
Ｈ26
686,050
360,000
1,046,050

Ｈ27
723,523
325,000
1,048,523

Ｈ28
714,213
143,000
857,213

Ｈ29
715,123
115,000
830,123

Ｈ30
688,542
0

688,542

Ｒ1
690,685
223,000
913,685

Ｒ2
712,263
375,000
1,087,263

Ｒ3
750,672
104,000
854,672

Ｒ4
732,552
28,073
760,625

Ｒ5
727,206
412,000
1,139,206

■基準外繰入
■合　　　計

■基準内繰入　■基準外繰入　■合　　　計



⑤ ごのへ議会だより 第54号 ごのへ議会だより 第54号 ④

12
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆歌人与謝野夫妻の来町100周年記念
　イベントを企画しては
町長　写真再現企画、講演会、作品の
　　　パネル展示等を実施したい

◆五戸総合病院の今後の運営方針は
町長　医師不足解消に引き続き取り組み、
　　　現行の機能を維持していく
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三
浦
榮
一
先
生
の「
流
れ

る
五
戸
川
」に
よ
る
と
、
歌
人

の
与
謝
野
晶
子
・
鉄
幹
夫
妻

が
五
戸
町
に
来
町
し
た
の
は

大
正
14
年
９
月
。
１
０
０
周

年
と
な
る
令
和
７
年
に
何
か

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

な
い
か
。
私
な
ら
五
戸
今
昔

写
真
の
よ
う
に
来
町
時
の
集

合
写
真
の
再
現
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
歌
人
与
謝
野
夫
妻
が
五
戸

町
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
大
正

期
に
お
け
る
五
戸
町
で
の
大

き
な
出
来
事
の
一
つ
。
滞
在

中
、
与
謝
野
夫
妻
は
数
種
の

歌
を
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

訪
問
が
五
戸
町
の
文
化
芸
術

の
振
興
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
、

来
町
１
０
０
周
年
と
い
う
節

　
周
辺
地
域
を
含
め
た
大
規

模
災
害
に
備
え
た
遠
方
と
の

災
害
応
援
協
定
は
広
が
っ
て

い
る
か
。

　
災
害
応
援
協
定
は
、
青
森

県
及
び
県
内
40
市
町
村
間
で

の
協
定
と
、
八
戸
地
域
広
域

市
町
村
圏
、
久
慈
地
区
広
域

市
町
村
圏
、
二
戸
地
区
広
域

市
町
村
圏
に
お
け
る
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
内
容
は

「
生
活
必
需
品
と
そ
の
供
給

に
必
要
な
資
機
材
提
供
」、

「
職
員
の
派
遣
」、「
避
難
者

の
受
入
れ
」等
。
現
在
、
県

内
及
び
岩
手
県
北
地
域
以
外

と
の
協
定
締
結
は
な
い
が
、

神
奈
川
県
鎌
倉
市
と
の
締
結

に
向
け
て
協
議
中
で
あ
る
。

　
十
和
田
地
区
に
通
学
す
る

高
校
生
へ
の
応
援
補
助
金
の

見
直
し
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
八
戸
圏
域
の
路
線
バ
ス
運

賃
が
令
和
６
年
10
月
に
改
定

さ
れ
、
通
学
定
期
券
も
値
上

げ
さ
れ
た
が
、
十
和
田
市
線

と
の
定
期
券
の
価
格
差
は
依

然
と
し
て
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
国
か
ら
の
路

線
バ
ス
維
持
補
助
金
へ
の
影

響
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
五
戸

町
地
域
公
共
交
通
会
議
の
委

員
の
意
見
も
参
考
と
し
、
令

和
７
年
度
に
補
助
内
容
を
見

直
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
議
員
に
関
す
る
寄
附
行
為

（
募
金
）に
つ
い
て
の
広
報
誌

掲
載
の
件
は
。

　「
広
報
ご
の
へ
ま
ち
12

月
号（
令
和
６
年
12
月
27

日
号
）」に
お
い
て
、「
み
ん

な
で
徹
底
し
よ
う「
三
な
い

運
動
」、
政
治
家
の
寄
附
は

禁
止
、
贈
ら
な
い
。
政
治
家

の
寄
附
を
求
め
な
い
。
受
け

取
ら
な
い
。」と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
政
治
家
の
寄
附
禁
止

に
関
す
る
周
知
記
事
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、

町
民
の
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

広
報
誌
を
活
用
し
た
啓
発
活

動
を
機
会
を
み
て
行
っ
て
い

き
た
い
。

目
の
年
に
、
世
に
広
く
情
報

発
信
す
る
こ
と
は
、
歴
史
、

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
役

割
と
五
戸
町
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
つ
い
て
は
、
町
内
外
の

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
議
員
提
案
の
写
真
再
現

企
画
や
講
演
会
、
ご
の
へ
郷

土
館
で
の
与
謝
野
作
品
の
パ

ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員
　
医
師
不
足
解
消
の
取
組
と

成
果
は
。

・
東
北
大
学
や
弘
前
大
学
へ

常
勤
医
師
な
ど
の
派
遣
を
依

頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣

の
医
療
機
関
へ
非
常
勤
医
師

の
派
遣
を
依
頼
し
、
外
来
診

療
の
医
師
確
保
に
努
め
て
い

る
。

・
令
和
４
年
12
月
よ
り
民

間
の
専
門
業
者
へ
医
師
紹
介

業
務
を
委
託
し
て
い
る
。
常

勤
医
師
に
つ
い
て
、
数
名
の

紹
介
が
あ
っ
た
が
、
採
用
に

至
っ
て
い
な
い
。

・
前
述
の
紹
介
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
別
の

紹
介
業
者
よ
り
常
勤
医
師
の

紹
介
が
あ
り
、
令
和
６
年

５
月
よ
り
内
科
の
常
勤
医
師

１
名
を
会
計
年
度
任
用
医
師

と
し
て
採
用
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
現
在
医
師
不

足
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
来
年
度
も
大
学
へ
の
派

遣
依
頼
と
民
間
の
医
師
紹
介

業
務
委
託
を
継
続
す
る
。

　
五
戸
総
合
病
院
は
医
療
法

上
の「
病
院
」と
定
義
さ
れ
る

医
療
機
関
だ
。
こ
の
規
模
の

医
療
施
設
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
相
応
の
財
政
力
が
必

要
だ
。

　
五
戸
町
に
お
い
て
も
人
口

減
少
が
進
み
、
歳
入
の
自
主

財
源
割
合
は
３
割
を
切
っ
て

い
る
。
今
後
も
財
政
状
況
の

大
き
な
改
善
が
望
め
な
い
ど

こ
ろ
か
、
悪
化
し
て
い
く
可

能
性
が
高
い
。
医
師
不
足
を

嘆
き
、
繰
入
金
を
充
当
し
続

け
る
の
か
、
医
療
法
上
の

「
病
院
」と
い
う
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
に
固
執
し
な
い
選

択
を
す
る
の
か
、
大
き
な
転

換
期
と
考
え
る
が
所
感
は
。

　
仮
に「
診
療
所
」に
転
換
し

た
場
合
、
大
き
く
２
つ
の
問

題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
１
つ
目
は
救
急
受
入
態
勢
。

ま
っ
た
く
受
入
れ
を
行
わ
な

く
な
る
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
と
と
も
に
、
診

療
報
酬
の
収
入
が
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
２
つ
目
は
医
師
確
保
。

「
病
院
」で
あ
る
か
ら
こ
そ
の

医
師
派
遣
の
優
先
順
位
の
高

さ
が
あ
り
今
の
状
況
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
が
、「
診
療
所
」

に
転
換
す
る
と
今
以
上
に
医

師
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
検
討
課

題
は
多
い
も
の
の
、「
病
院
」

と
い
う
医
療
機
関
で
あ
る
こ

と
を
大
前
提
と
し
て
よ
り
良

い
方
向
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員

質
問
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旨

　
五
戸
総
合
病
院
の
経
営

は
、
主
に
医
師
不
足
に
起

因
す
る
諸
事
情
に
よ
り
、

多
額
の
基
準
内
繰
入
金
は

も
と
よ
り
、
基
準
外
繰
入

金
の
充
当
を
要
す
る
、
大

変
厳
し
い
状
況
だ
。

　
多
額
の
繰
入
金
は
財
政

を
ひ
っ
迫
さ
せ
、
町
民
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

滞
り
、
五
戸
町
の
活
力
減

衰
を
招
く
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
急
務

で
あ
る
当
該
病
院
の
経
営

改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

用
語
説
明

基
準
内
繰
入
金…

国
が
示
す
操
出
基
準
に
基
づ
き
、
一
般

会
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が
負
担
・
補
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等
す
る
必
要
な
経
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と
し
て
、
財
政

措
置
が
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れ
る
繰
入
金
。

基
準
外
繰
入
金…

操
出
基
準
に
基
づ
か
な
い
繰
入
金
。

基
準
上
、
必
要
以
上
の
繰
入
金
と
み
な
さ
れ
る
。
財
政

措
置
が
な
い
た
め
、
運
用
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
で
あ
る

こ
と
が
必
要
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長

◆
追
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質
問（
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和
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年
６
月
の
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般
質
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の
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後
は
）
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の
ち
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ら
を
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の
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日
本
へ
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へ
未
来
へ
発
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、
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民
一
人
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と
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の
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く
地
宝
自
治
体
五
戸
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を
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に
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与
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妻
五
戸
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来
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時
の
写
真
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流
れ
る
五
戸
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続
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」よ
り
）
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右
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人
目
が
与
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野
鉄
幹
氏
、
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人
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が
与
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氏
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688,542
0

688,542

Ｒ1
690,685
223,000
913,685

Ｒ2
712,263
375,000
1,087,263

Ｒ3
750,672
104,000
854,672

Ｒ4
732,552
28,073
760,625

Ｒ5
727,206
412,000
1,139,206

■基準外繰入
■合　　　計

■基準内繰入　■基準外繰入　■合　　　計
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食
料
・
飲
料
、
避
難
所
設

備
品
な
ど
分
類
別
に
保
管
さ

れ
て
い
る
が
、
搬
出
の
際
２

か
所
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
１
か
所
で
済
む
よ
う

に
一
元
管
理
で
き
な
い
か
。

　
町
全
体
の
備
蓄
品
を
１
か

所
に
保
管
で
き
る
施
設
が
な

く
、
分
類
別
に
分
散
し
て
保

管
し
て
い
る
。
今
後
は
指
定

避
難
所
に
早
急
に
搬
送
で
き

る
よ
う
地
区
ご
と
に
拠
点
を

設
け
備
蓄
品
を
保
管
す
る
な

ど
、
保
管
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。

　
ど
ち
ら
の
倉
庫
も
備
蓄
品

が
床
に
直
置
き
で
、
す
ぐ
に

種
別
の
確
認
が
で
き
な
い
。

棚
区
分
に
で
き
な
い
か
。

　
旧
五
戸
消
防
署
、
旧
蛯
川

小
学
校
の
ど
ち
ら
の
備
蓄
倉

庫
に
も
電
源
が
な
い
。
夜
間

搬
出
へ
の
対
応
は
。

　
町
で
保
有
し
て
い
る
発
電

機
と
照
明
器
具
を
持
ち
込
ん

で
対
応
す
る
。

　
米
の
購
入
数
量
と
金
額
は
。

ま
た
、
町
内
の
米
穀
業
者
か

ら
の
購
入
は
で
き
な
い
か
。

　
令
和
５
年
度
実
績
は
精
米

１
万
２
７
２
０
㎏
、
約
３
８

６
万
円
。
米
の
購
入
は
良
質

低
廉
な
米
を
使
用
す
る
観
点

か
ら
青
森
県
学
校
給
食
会
と

契
約
。
施
設
設
備
の
関
係
で

炊
飯
も
業
者
業
務
委
託
し
て

い
る
。
町
内
米
穀
業
者
か
ら

と
い
う
提
案
だ
が
、
安
定
的

な
供
給
の
面
と
、
他
町
村
も

請
け
負
う
炊
飯
業
者
の
別
対

応
の
困
難
さ
か
ら
、
現
在
の

方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
野
菜
の
主
な
購
入
先
は

「
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
」と
の

こ
と
。
今
後
、
計
画
中
の

上
市
川
産
直
施
設
か
ら
の
購

入
も
考
え
ら
れ
る
か
。

　
登
録
し
て
い
る
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
に
よ
る
入

札
で
決
め
て
い
る
。
上
市
川

産
直
施
設
も
登
録
申
請
を
行

う
こ
と
で
可
能
と
な
る
。

　
果
物
の
提
供
は
い
か
が
か
。

　
食
育
の
観
点
か
ら
旬
を
意

識
し
て
月
に
１
、
２
回
果
物

を
提
供
。
11
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
は
２
回
程
五
戸
産
の

り
ん
ご
を
提
供
し
て
い
る
。

　
給
食
の
量
は
。
ま
た
、
食

べ
残
し
の
飲
食
物
の
処
理
は
。

　
学
校
給
食
法
に
則
っ
た
量

を
提
供
。
食
べ
残
し
は
給
食

セ
ン
タ
ー
が
回
収
し
、
水
切

り
後
に
十
和
田
ご
み
焼
却
施

設
で
焼
却
処
分
し
て
い
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

児
童
・
生
徒
へ
の
配
慮
は
。

　
文
部
科
学
省
の
対
応
指
針

基
づ
き
対
応
。
レ
ベ
ル
１

「
詳
細
な
献
立
表
対
応
」と

レ
ベ
ル
２「
弁
当
対
応
」を

と
っ
て
い
る
。

　
建
設
予
定
の
上
市
川
産
直

施
設
に
も
防
災
倉
庫
を
設
置

予
定
で
、
そ
こ
で
は
棚
を
設

け
る
見
込
み
。
市
販
ラ
ッ
ク

等
の
活
用
も
検
討
す
る
。

　
旧
蛯
川
小
の
備
蓄
倉
庫
で

は
行
政
文
書
も
同
じ
部
屋
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
備
蓄
品

と
紛
ら
わ
し
い
の
で
別
保
管

に
す
る
べ
き
で
は
。

　
総
務
課
専
用
の
保
管
場
所

が
１
か
所
だ
っ
た
の
で
行
政

文
書
も
同
じ
部
屋
で
保
管
し

て
い
た
。
今
回
新
た
に
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら

行
政
文
書
を
そ
こ
に
移
動

し
、
現
在
の
場
所
を
備
蓄
品

専
用
の
保
管
場
所
と
す
る
。

大
変
盛
り
上
が
っ
た
五
戸
ま

つ
り
に
な
っ
た
。
一
方
で
、

町
内
の
事
業
者
に
向
け
て
は

周
知
時
期
が
遅
か
っ
た
こ
と

か
ら
今
年
は
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
小
中

学
校
に
つ
い
て
も
人
ご
み
が

苦
手
な
ど
の
理
由
か
ら
学
校

行
事
と
し
て
の
参
加
を
快
く

思
わ
な
い
ご
意
見
も
一
部
あ

っ
た
。
来
年
度
の
五
戸
ま
つ

り
に
向
け
、
あ
ら
た
め
て
協

議
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
各
山
車
組
の
お
囃
子（
は

や
し
）や
引
き
子
の
参
加
人

数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
各
自
治
会
に
掛
か
る
負

担
が
例
年
よ
り
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
参
加
者
が
増
え

る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ

が
、
自
治
会
だ
け
に
負
担
さ

せ
る
の
は
問
題
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
来
年
は
ど
の
よ
う

に
す
る
予
定
か
。

　
五
戸
ま
つ
り
の
参
加
者
や

関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

　
五
戸
ま
つ
り
条
例
が
制
定

さ
れ
て
か
ら
最
初
の
五
戸
ま

つ
り
が
終
了
し
た
。
条
例
の

効
果
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
た

と
考
え
て
い
る
か
。

　
小
中
学
校
で
は
、
各
校
の

実
情
に
応
じ
て
授
業
の
一
環

な
ど
で「
お
通
り
」に
参
加
し

た
。
そ
の
結
果
、
初
め
て
参

加
す
る
子
ど
も
が
多
く
い
た

こ
と
か
ら
子
ど
も
の
参
加
者

が
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
初
参

加
の
保
護
者
や
家
族
の
姿
も

見
ら
れ
、
制
定
前
と
比
較
し

見
を
頂
戴
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
問
題
の
解
消
策
を
五
戸

ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
協
議

し
、
よ
り
よ
い
五
戸
ま
つ
り

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
先
日
、
町
内
中
学
校
で
議

員
に
よ
る
出
前
意
見
交
換
会

を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
あ
る

生
徒
か
ら「
町
が
設
定
し
た

合
計
特
殊
出
生
率
２
．０
７

の
根
拠
は
？
」と
問
わ
れ
た
。

五
戸
町
の
未
来
を
心
配
し
て

質
問
し
て
く
れ
た
も
の
で
、

大
変
う
れ
し
く
思
う
。

　
あ
ら
た
め
て
、
町
の
合
計

特
殊
出
生
率
の
現
状
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

　
第
二
期
五
戸
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

２
．０
７
に
す
る
と
目
標
設

定
し
、
様
々
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
施
策

ご
と
の
設
定
目
標
は
概
ね
達

成
し
て
い
る
一
方
で
、
出
生

率
・
出
生
数
の
数
値
目
標
は

達
成
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
現
在
は
令
和
７
年
度

か
ら
開
始
す
る
第
三
期
計
画

の
策
定
中
で
あ
る
の
で
、
新

た
な
目
標
に
対
し
今
後
も

様
々
な
施
策
を
継
続
し
て
い

く
。

　
現
在
の
施
策
に
縁
結
び
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
あ
る
。
少
子

化
に
対
し
て
は
色
々
な
研
究

が
あ
る
が
、
晩
婚
化
が
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
の
論
が
あ

り
、
私
も
大
い
に
納
得
し
て

い
る
。
夫
婦
２
人
の
家
族
に

お
い
て
一
度
に
持
て
る
子
ど

も
の
数
は
２
人
が
限
度
で
あ

り
、
３
人
目
は
１
人
目
が
充

分
に
大
き
く
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の

時
に
出
産
で
き
る
年
齢
を
超

え
て
い
る
と
３
人
目
は
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
。
１
人
目
を

で
き
る
だ
け
早
く
出
産
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
鍵
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
で
き
る
だ
け

早
い
結
婚
を
促
す
の
が
最
も

重
要
な
施
策
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
縁
結
び
事
業
は
大

変
期
待
す
る
事
業
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
頂
い
た
ご
意
見
を
総
合
振

興
計
画
審
議
会
に
諮
り
、
来

期
の
事
業
を
検
討
す
る
。

　「
高
校
生
ま
で
医
療
費
無

償
化
」と
は
若
宮
町
長
の
肝

煎
り
の
施
策
で
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
家
庭
か
ら「
う
ち

は
所
得
制
限
で
非
該
当
に

な
っ
た
。」と
相
談
が
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
制
度
の
説
明
を
。

　「
五
戸
町
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
事
業
」と「
五
戸
町
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」が

あ
る
。

　
前
者
の
事
業
は
乳
幼
児
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
が
対
象

で
、
病
院
等
で
受
給
者
証
の

提
示
に
よ
り
支
払
が
免
除
さ

れ
る
制
度（
現
物
支
給
）で
、

こ
ち
ら
に
は
保
護
者
の
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
る
。

　
こ
の
所
得
制
限
で
非
該
当

と
な
っ
た
方
及
び
高
校
生
年

代
を
対
象
と
す
る
の
が
後
者

の
事
業
で
、
病
院
等
で
医
療

費
等
を
支
払
っ
た
際
の
領
収

書
を
持
っ
て
役
場
で
申
請
い

た
だ
く
こ
と
で
医
療
費
を
助

成
す
る
制
度（
償
還
払
い
）。

　
あ
り
が
た
い
制
度
で
あ
る

が
、
償
還
払
い
制
度
は
分
か
り

に
く
く
不
満
が
多
い
。

　
改
善
を
要
望
し
た
い
。

質
問
要
旨

　
総
務
常
任
委
員
会
で
の

所
管
事
務
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
災
害
時
に
お
い
て

機
動
的
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
を
伺
う
。
緊
急
時
の
た

め
に
平
常
時
に
お
い
て
災

害
時
に
備
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

質
問
要
旨

　
前
項
同
様
に
所
管
事
務

調
査
で
学
校
給
食
の
現
状

を
伺
っ
た
。
町
内
産
で
賄

え
る
食
材
も
多
い
と
感
じ

た
が
、
地
産
地
消
の
推
進

に
貢
献
す
る
取
組
は
で
き

な
い
か
。

一般質問一般質問

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

要

　

 

望

質
問 

②

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

◆
迅
速
な
備
蓄
品
搬
出
へ
の
備
え
を

　町
長

　地
区
ご
と
の
拠
点
か
ら
搬
出

　
　
　
　で
き
る
保
管
体
制
を
検
討

◆
五
戸
ま
つ
り
条
例

そ
の
効
果
は
？

◆
町
の
合
計
特
殊
出

生
率
の
推
移
は
？

◆
地
場
産
品
を
活
用
し
た
食
育
を

　教
育
長

　法
令
や
供
給
の
面
を
考
慮
し
、
可
能
な
範
囲
で

　
　
　
　
　取
り
組
み
た
い

◆「
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
償
」と
は

所
得
制
限
が
あ
る
制
度
な
の
か

　町
長

　償
還
払
い
制
度
で
、
実
質
的
に

　
　
　
　全
世
帯
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

答 

若
宮
町
長

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員
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食
料
・
飲
料
、
避
難
所
設

備
品
な
ど
分
類
別
に
保
管
さ

れ
て
い
る
が
、
搬
出
の
際
２

か
所
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
１
か
所
で
済
む
よ
う

に
一
元
管
理
で
き
な
い
か
。

　
町
全
体
の
備
蓄
品
を
１
か

所
に
保
管
で
き
る
施
設
が
な

く
、
分
類
別
に
分
散
し
て
保

管
し
て
い
る
。
今
後
は
指
定

避
難
所
に
早
急
に
搬
送
で
き

る
よ
う
地
区
ご
と
に
拠
点
を

設
け
備
蓄
品
を
保
管
す
る
な

ど
、
保
管
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。

　
ど
ち
ら
の
倉
庫
も
備
蓄
品

が
床
に
直
置
き
で
、
す
ぐ
に

種
別
の
確
認
が
で
き
な
い
。

棚
区
分
に
で
き
な
い
か
。

　
旧
五
戸
消
防
署
、
旧
蛯
川

小
学
校
の
ど
ち
ら
の
備
蓄
倉

庫
に
も
電
源
が
な
い
。
夜
間

搬
出
へ
の
対
応
は
。

　
町
で
保
有
し
て
い
る
発
電

機
と
照
明
器
具
を
持
ち
込
ん

で
対
応
す
る
。

　
米
の
購
入
数
量
と
金
額
は
。

ま
た
、
町
内
の
米
穀
業
者
か

ら
の
購
入
は
で
き
な
い
か
。

　
令
和
５
年
度
実
績
は
精
米

１
万
２
７
２
０
㎏
、
約
３
８

６
万
円
。
米
の
購
入
は
良
質

低
廉
な
米
を
使
用
す
る
観
点

か
ら
青
森
県
学
校
給
食
会
と

契
約
。
施
設
設
備
の
関
係
で

炊
飯
も
業
者
業
務
委
託
し
て

い
る
。
町
内
米
穀
業
者
か
ら

と
い
う
提
案
だ
が
、
安
定
的

な
供
給
の
面
と
、
他
町
村
も

請
け
負
う
炊
飯
業
者
の
別
対

応
の
困
難
さ
か
ら
、
現
在
の

方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
野
菜
の
主
な
購
入
先
は

「
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
」と
の

こ
と
。
今
後
、
計
画
中
の

上
市
川
産
直
施
設
か
ら
の
購

入
も
考
え
ら
れ
る
か
。

　
登
録
し
て
い
る
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
に
よ
る
入

札
で
決
め
て
い
る
。
上
市
川

産
直
施
設
も
登
録
申
請
を
行

う
こ
と
で
可
能
と
な
る
。

　
果
物
の
提
供
は
い
か
が
か
。

　
食
育
の
観
点
か
ら
旬
を
意

識
し
て
月
に
１
、
２
回
果
物

を
提
供
。
11
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
は
２
回
程
五
戸
産
の

り
ん
ご
を
提
供
し
て
い
る
。

　
給
食
の
量
は
。
ま
た
、
食

べ
残
し
の
飲
食
物
の
処
理
は
。

　
学
校
給
食
法
に
則
っ
た
量

を
提
供
。
食
べ
残
し
は
給
食

セ
ン
タ
ー
が
回
収
し
、
水
切

り
後
に
十
和
田
ご
み
焼
却
施

設
で
焼
却
処
分
し
て
い
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

児
童
・
生
徒
へ
の
配
慮
は
。

　
文
部
科
学
省
の
対
応
指
針

基
づ
き
対
応
。
レ
ベ
ル
１

「
詳
細
な
献
立
表
対
応
」と

レ
ベ
ル
２「
弁
当
対
応
」を

と
っ
て
い
る
。

　
建
設
予
定
の
上
市
川
産
直

施
設
に
も
防
災
倉
庫
を
設
置

予
定
で
、
そ
こ
で
は
棚
を
設

け
る
見
込
み
。
市
販
ラ
ッ
ク

等
の
活
用
も
検
討
す
る
。

　
旧
蛯
川
小
の
備
蓄
倉
庫
で

は
行
政
文
書
も
同
じ
部
屋
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
備
蓄
品

と
紛
ら
わ
し
い
の
で
別
保
管

に
す
る
べ
き
で
は
。

　
総
務
課
専
用
の
保
管
場
所

が
１
か
所
だ
っ
た
の
で
行
政

文
書
も
同
じ
部
屋
で
保
管
し

て
い
た
。
今
回
新
た
に
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら

行
政
文
書
を
そ
こ
に
移
動

し
、
現
在
の
場
所
を
備
蓄
品

専
用
の
保
管
場
所
と
す
る
。

大
変
盛
り
上
が
っ
た
五
戸
ま

つ
り
に
な
っ
た
。
一
方
で
、

町
内
の
事
業
者
に
向
け
て
は

周
知
時
期
が
遅
か
っ
た
こ
と

か
ら
今
年
は
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
小
中

学
校
に
つ
い
て
も
人
ご
み
が

苦
手
な
ど
の
理
由
か
ら
学
校

行
事
と
し
て
の
参
加
を
快
く

思
わ
な
い
ご
意
見
も
一
部
あ

っ
た
。
来
年
度
の
五
戸
ま
つ

り
に
向
け
、
あ
ら
た
め
て
協

議
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
各
山
車
組
の
お
囃
子（
は

や
し
）や
引
き
子
の
参
加
人

数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
各
自
治
会
に
掛
か
る
負

担
が
例
年
よ
り
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
参
加
者
が
増
え

る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ

が
、
自
治
会
だ
け
に
負
担
さ

せ
る
の
は
問
題
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
来
年
は
ど
の
よ
う

に
す
る
予
定
か
。

　
五
戸
ま
つ
り
の
参
加
者
や

関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

　
五
戸
ま
つ
り
条
例
が
制
定

さ
れ
て
か
ら
最
初
の
五
戸
ま

つ
り
が
終
了
し
た
。
条
例
の

効
果
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
た

と
考
え
て
い
る
か
。

　
小
中
学
校
で
は
、
各
校
の

実
情
に
応
じ
て
授
業
の
一
環

な
ど
で「
お
通
り
」に
参
加
し

た
。
そ
の
結
果
、
初
め
て
参

加
す
る
子
ど
も
が
多
く
い
た

こ
と
か
ら
子
ど
も
の
参
加
者

が
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
初
参

加
の
保
護
者
や
家
族
の
姿
も

見
ら
れ
、
制
定
前
と
比
較
し

見
を
頂
戴
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
問
題
の
解
消
策
を
五
戸

ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
協
議

し
、
よ
り
よ
い
五
戸
ま
つ
り

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
先
日
、
町
内
中
学
校
で
議

員
に
よ
る
出
前
意
見
交
換
会

を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
あ
る

生
徒
か
ら「
町
が
設
定
し
た

合
計
特
殊
出
生
率
２
．０
７

の
根
拠
は
？
」と
問
わ
れ
た
。

五
戸
町
の
未
来
を
心
配
し
て

質
問
し
て
く
れ
た
も
の
で
、

大
変
う
れ
し
く
思
う
。

　
あ
ら
た
め
て
、
町
の
合
計

特
殊
出
生
率
の
現
状
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

　
第
二
期
五
戸
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

２
．０
７
に
す
る
と
目
標
設

定
し
、
様
々
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
施
策

ご
と
の
設
定
目
標
は
概
ね
達

成
し
て
い
る
一
方
で
、
出
生

率
・
出
生
数
の
数
値
目
標
は

達
成
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
現
在
は
令
和
７
年
度

か
ら
開
始
す
る
第
三
期
計
画

の
策
定
中
で
あ
る
の
で
、
新

た
な
目
標
に
対
し
今
後
も

様
々
な
施
策
を
継
続
し
て
い

く
。

　
現
在
の
施
策
に
縁
結
び
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
あ
る
。
少
子

化
に
対
し
て
は
色
々
な
研
究

が
あ
る
が
、
晩
婚
化
が
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
の
論
が
あ

り
、
私
も
大
い
に
納
得
し
て

い
る
。
夫
婦
２
人
の
家
族
に

お
い
て
一
度
に
持
て
る
子
ど

も
の
数
は
２
人
が
限
度
で
あ

り
、
３
人
目
は
１
人
目
が
充

分
に
大
き
く
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の

時
に
出
産
で
き
る
年
齢
を
超

え
て
い
る
と
３
人
目
は
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
。
１
人
目
を

で
き
る
だ
け
早
く
出
産
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
鍵
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
で
き
る
だ
け

早
い
結
婚
を
促
す
の
が
最
も

重
要
な
施
策
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
縁
結
び
事
業
は
大

変
期
待
す
る
事
業
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
頂
い
た
ご
意
見
を
総
合
振

興
計
画
審
議
会
に
諮
り
、
来

期
の
事
業
を
検
討
す
る
。

　「
高
校
生
ま
で
医
療
費
無

償
化
」と
は
若
宮
町
長
の
肝

煎
り
の
施
策
で
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
家
庭
か
ら「
う
ち

は
所
得
制
限
で
非
該
当
に

な
っ
た
。」と
相
談
が
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
制
度
の
説
明
を
。

　「
五
戸
町
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
事
業
」と「
五
戸
町
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」が

あ
る
。

　
前
者
の
事
業
は
乳
幼
児
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
が
対
象

で
、
病
院
等
で
受
給
者
証
の

提
示
に
よ
り
支
払
が
免
除
さ

れ
る
制
度（
現
物
支
給
）で
、

こ
ち
ら
に
は
保
護
者
の
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
る
。

　
こ
の
所
得
制
限
で
非
該
当

と
な
っ
た
方
及
び
高
校
生
年

代
を
対
象
と
す
る
の
が
後
者

の
事
業
で
、
病
院
等
で
医
療

費
等
を
支
払
っ
た
際
の
領
収

書
を
持
っ
て
役
場
で
申
請
い

た
だ
く
こ
と
で
医
療
費
を
助

成
す
る
制
度（
償
還
払
い
）。

　
あ
り
が
た
い
制
度
で
あ
る

が
、
償
還
払
い
制
度
は
分
か
り

に
く
く
不
満
が
多
い
。

　
改
善
を
要
望
し
た
い
。

質
問
要
旨

　
総
務
常
任
委
員
会
で
の

所
管
事
務
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
災
害
時
に
お
い
て

機
動
的
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
を
伺
う
。
緊
急
時
の
た

め
に
平
常
時
に
お
い
て
災

害
時
に
備
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

質
問
要
旨

　
前
項
同
様
に
所
管
事
務

調
査
で
学
校
給
食
の
現
状

を
伺
っ
た
。
町
内
産
で
賄

え
る
食
材
も
多
い
と
感
じ

た
が
、
地
産
地
消
の
推
進

に
貢
献
す
る
取
組
は
で
き

な
い
か
。

一般質問一般質問

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

要

　

 

望

質
問 

②

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

◆
迅
速
な
備
蓄
品
搬
出
へ
の
備
え
を

　町
長

　地
区
ご
と
の
拠
点
か
ら
搬
出

　
　
　
　で
き
る
保
管
体
制
を
検
討

◆
五
戸
ま
つ
り
条
例

そ
の
効
果
は
？

◆
町
の
合
計
特
殊
出

生
率
の
推
移
は
？

◆
地
場
産
品
を
活
用
し
た
食
育
を

　教
育
長

　法
令
や
供
給
の
面
を
考
慮
し
、
可
能
な
範
囲
で

　
　
　
　
　取
り
組
み
た
い

◆「
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
償
」と
は

所
得
制
限
が
あ
る
制
度
な
の
か

　町
長

　償
還
払
い
制
度
で
、
実
質
的
に

　
　
　
　全
世
帯
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

答 

若
宮
町
長

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員



町政の課題把握・解決に向けて、各常任委員会が管轄する分野の取組についての調査を行いました。

総務常任委員会 委 員 長　豊田　孝夫　　副委員長　川﨑　七洋　　
委　　員　大沢　義之　　委　　員　尾形　裕之　　委　　員　松山　泰治

◆防災関係災害備蓄倉庫の状況を調査
　町の備蓄倉庫の中で旧五戸消防署及び旧蛯川
小学校を現地調査しました。品目ごとでの別倉庫
保管となっていることや、行政文書と同室保管
となっていることなど、旧施設を活用するがゆえ
の課題も見えました。

◆給食での地産地消の現状、中学校統合の進捗を調査
　学校給食についてお話を伺い、お米は県産品
を、野菜は町内産のものを多く使用し、町内産
有機栽培野菜の活用もあったことが分かりまし
た。

　また、中学校統合についても、現時点での校
舎改築イメージを見ながら、学校体制に係る様々
な準備のスケジュールについてお話を伺いまし
た。

令和６年10月30日実施

民生常任委員会 委 員 長　鈴木　隆也　　副委員長　柏田　匡智
委　　員　川村　浩昭　　委　　員　中川原賢治

◆倉石温泉の運営を調査
　今年営業を再開した倉石温泉を現地調査し、
運営する東北医療福祉事業協同組合（ＳＧグルー
プ）からお話を伺いました。利用客数の状況、営業
再開周知の取組、レストラン・デイサービスの
計画など倉石温泉の現状と今後についてお話を
聞くことができました。
◆五戸総合病院の運営を調査
　五戸総合病院の運営について調査し、多くの
周辺病院・大学からの協力を受けつつ地域医療
体制の維持に奮闘する状況を伺いました。院長

の努力による周辺病院との連携や研修医の受入
れ、民間業者を利用した医師確保の取組の現状
も聞くことができました。

令和６年10月30日実施

経済常任委員会 委 員 長　大久保和夫　　副委員長　三浦專治郎
委　　員　佐々木喜克　　委　　員　髙奥　浩明　　委　　員　三浦　俊哉

◆五戸川魚道設置事業を調査
　生息する魚の遡上を助けることを目的に設置
した佐野・切谷内の魚道について調査しました。

◆補助金を活用した有害鳥獣対策の電気柵を調査
　農地への有害鳥獣侵入を防止する電気柵を調査
しました。補助は対象経費の１／２（上限５万円）。

◆ひばり野公園整備事業を調査
　令和６年に開始した北側トイレの改築について
調査しました。現トイレの隣に新しく建設が進め
られている様子が伺えました。

◆産直施設の進捗状況を調査
　上市川産直施設について、施設建設スケジュー
ルや施設名称の募集などのお話を伺いました。
（一般投票し、名称は「バ・オール」に決定（12月
４日発表））

令和６年10月11日実施

⑨ ごのへ議会だより 第54号 ごのへ議会だより 第54号 ⑧

緊急時、誰が取りに来ても分
かるような整理が重要です

新中学校は令和10年度の開
校を目指しています

地域と協力して発展する倉石
温泉を期待します

地域医療としての魅力発信
や給与等の折衝に注力

魚が育つ豊かな五戸川へ トイレは12月に完成！

※12/20撮影

所管事務調査
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　町の備蓄倉庫の中で旧五戸消防署及び旧蛯川
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保管となっていることや、行政文書と同室保管
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◆給食での地産地消の現状、中学校統合の進捗を調査
　学校給食についてお話を伺い、お米は県産品
を、野菜は町内産のものを多く使用し、町内産
有機栽培野菜の活用もあったことが分かりまし
た。

　また、中学校統合についても、現時点での校
舎改築イメージを見ながら、学校体制に係る様々
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⑨ ごのへ議会だより 第54号 ごのへ議会だより 第54号 ⑧

緊急時、誰が取りに来ても分
かるような整理が重要です

新中学校は令和10年度の開
校を目指しています

地域と協力して発展する倉石
温泉を期待します

地域医療としての魅力発信
や給与等の折衝に注力

魚が育つ豊かな五戸川へ トイレは12月に完成！

※12/20撮影

所管事務調査



　五戸町の将来を担う子どもたちに町政について関心を持っていただきたく、五戸町議会広報常任
委員会に所属する議員が町内の中学校３校で出前意見交換会を行いました。

　生徒の皆さんには事前に「町政に対する意見・要望・提案」や「町政について知りたいこと・聞きた
いこと」を考えていただき、当日に生徒と議員が意見交換を行いました。

川 内 中 学 校

◆生徒：五戸町と周辺市町村との格差（産業・職場）
への対応は。

佐 木々：格差ではなく「個性」。各地域には様々
な役割があり、八戸圏域で互いに支え
合っている。

◆生徒：合計特殊出生率の目標値2.07の算定根拠は。
川﨑：五戸町存続のための必要と考える人口か

らの逆算。目指すためには様々な策が
今後必要。

◆生徒：子どもの医療費を親の所得に関わらず
無償化してほしい。

鈴木：現在は所得制限の家庭でも償還払いで
子ども医療費無償化の制度がある。

◆生徒：町中心部と離れている地域との活性化
格差への対応は。

柏田：格差ではなく「特徴・特色、五戸町のい
いところ」と捉え、生かしていく。

◆生徒：買い物弱者への対策は。
髙奥：タクシー運賃補助事業や、役場以外で

も社会福祉協議会の有償ボランティア
事業がある。

◆生徒：道路の補修や街灯の増設をしてほしい
が、今後も予算は大丈夫か。

豊田：道路は職員の点検や郵便局等の通報受
付、街灯はＬＥＤ化を進めており、予
算は大丈夫。

３年Ａ組の皆さんに
参加していただきました！

（令和６年11月21日実施）

五 戸 中 学 校

◆生徒：ひばり野公園をどのように整備するか、
長期的な計画はあるか。

佐 木々：令和３年に「改修基本構想・基本計画」
を策定。この計画に基づき改修等行わ
れている。　

◆生徒：治安維持のための取組は。
川﨑：自治会に対してＬＥＤ型防犯灯（街灯）

の交換に補助金を出すなどしている。
暗い道があれば自治会に相談してみて
ほしい。 

◆生徒：若者の定住促進への考えられる取組は。
鈴木：医療や教育などの多面的な子育て支援

や、基幹産業である農業の新規就農支援
など。

◆生徒：どんな五戸町にしたいか。都会化したいか。
柏田：単に都会化ではなく、商業・工業・農業

の特色を生かし、中心だけでなく地域性
と全体のバランスを考えた町づくりを
したい。　

◆生徒：なぜドローン操縦ライセンス取得に補助
金を出すのか。

髙奥：人口減少・高齢化の中で人手をかけな
いスマート農業等を行えるようにする
ため。 

◆生徒：町の商業発展に向け、考えられる取組は。
豊田：町外の大型店にお客が流れることが課

題。皆さんも町内のお店を使ってみて
ほしい。

３年１組・３年２組の
皆さんに参加して
いただきました！

（令和６年11月26日実施）

倉 石 中 学 校

◆生徒：ごのへ郷土館への町外からの来場者は
どのくらいか。

柏田：人数は不明だが、来館２万人目は八戸市
民、５万人目は仙台市民であり、多くの
町外の方に訪れていただいている。

◆生徒：倉石温泉の再建経費はいくらだったか。
柏田：約１億６千万円。地域振興を目的とした

五戸・倉石合併時の積立金を活用した。 

◆生徒：小渡公園の遊具を復活させてほしい。
柏田：昔以上に安全管理・維持費がかかるが、

少子化対策とともに要望できるようにし
たい。

◆生徒：佐々木琢磨選手応援プロジェクトとは何か。
豊田：応援の輪を広げるため、佐々木選手の

活躍や普段の様子などの紹介映像を
制作・放映する。

◆生徒：自殺対策緊急強化事業の内容は。
豊田：問診、相談、受診勧奨、見守り者の育成

等、元気のない人に寄り添う様々な取組
を実施。 

◆生徒：歩道を作ってほしい。
豊田：通っていて危険と感じる箇所をお父さん

お母さんに話してみてほしい。そこから
自治会、役場へと話が伝わり、事業につ
ながる。

３年Ａ組の皆さんに
参加していただきました！

（令和６年11月25日実施）

⑪ ごのへ議会だより 第54号 ごのへ議会だより 第54号 ⑩

中学生の皆さんも町の将
来を考えてくれているん
だなというのが伝わって
きました。
今後も意見を出してもらっ
て、一緒に五戸町を作っ
ていきましょう！

川 﨑 七 洋　議員
（広報常任委員長）

伝える力の重要性をあら
ためて考えさせられると
同時に、中学生の純粋な
疑問や視点に未来への大
きな可能性を感じた有意
義な時間でした。

佐々木 喜 克　議員
（広報常任委員）

質問いただいた問題解決
の一つとして、皆さんに
は進学・就職等で町外で
活躍した後、五戸町に
戻って自分の両親の様に、
五戸町で子どもを産み育
てていただきたいと話し
合えました。

柏 田 匡 智　議員
（広報常任委員）

音声案内付き信号機設置
の意見など、人を思いや
る気持ちが表れていまし
た。
成る程と考えさせられる
様々な問い。是非とも中学
生の模擬議会を実現させ
てみたいものです。

豊 田 孝 夫　議員
（広報常任副委員長）

大人の視線とは異なる中
学生の疑問はとても新鮮
で勉強になりました。
今回の意見交換会をきっ
かけにして地方自治及び
五戸町の現状に関心を持
っていただければなによ
りです。

髙 奥 浩 明　議員
（広報常任委員）

私には中学校を卒業した
子が３人いますが、家庭
で五戸町のことについて
話し合う機会があまりあ
りませんでした。五戸町
を思う気持ちが伝わって
くる質問が多く、うれし
かったです。

鈴 木 隆 也　議員
（広報常任委員）

主な意見・質問と議員の回答

主な意見・質問と議員の回答

主な意見・質問と議員の回答

中学校出前意見交換会

～出前意見交換会を終えて～
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３月定例会は３月６日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

　令和６年10月17日、五戸地方建設業協会主催の意見交換会
に五戸町議会議員10名が出席しました。
　建設関係企業の現状として担い手不足の話が多く聞かれ、
町の活性化、働き世代の呼び込み・定住を促進できるような
取組についての意見や、草木が繁茂する道路、国スポを控え
るひばり野公園周辺の機能不全な側溝等の整備についての意
見がありました。
　議員からは協会へ町政や制度の状況説明をしつつ、町を盛り上げるために様々な意見・要望
を町に伝える、持続的な産業の発展のために取り組んでいきたい、といった意見が出ました。

※当意見交換会は会場費等を全参加者がそれぞれ負担して実施しました。

町内団体との意見交換会

議員活動報告

　令和６年10月22日、青森県町村議会議長会の正副議長・各種常任委員長・議会運営委員長・
事務局長研修会に五戸町議会から、議長、副議長、各常任委員会委員長、議会運営委員長ら
５名が出席しました。

講演  「人口減少時代における地方創生」　　講師  東京都立大学教授　山下　祐介　氏

正副議長・各種常任委員長・議会運営委員長・事務局長研修会


